
令和７年度 

一般社団法人ほまれの会 

地域連携推進会議 
日時：令和７年 11 月 19日 10 時～ 

場所：ラボーレペコラ 2階 
 
 

１，開会挨拶    ベリーズルーム管理者 青野 繁清 
 

２，出席者紹介  出席：利用者の会「四季の友会」会長 小野寺正明 様 
一関市役所室根支所市民福祉課こども・福祉係主事 玉澤 暁典様 

      石川電装（株）取締役事業部長 鈴木和司 様 
       欠席：一関市民生委員 畠山昌利 様 
          一般社団法人 コ・エル 理事 吉田美香 様 

利用者家族代表 木下茂美 様 
 
３，はじめに 

 近年、障害福祉サービスを提供する事業者が増えてきており、支援の質の確保が重
要な 課題となっています。 令和４年６月に取りまとめられた「障害者総合支援法改
正法施行後３年の見直しについて～社会保障審議会 障害者部会 報告書～」において
は、「 居住や生活の場であり、運営 が閉鎖的になるおそれのあるサービス類型につ
いては、地域の関係者を含む外部の目を定 期的に入れることが、事業運営の透明性
を高め、一定の質の確保につながるものと考えら れ、介護分野の運営推進会議を参
考とした仕組みを導入することが有効と考えられる」と の指摘がなされました。 ま
た、令和４年 12 月には、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための 
法律等の一部を改正する法律が公布されました。この改正は、障害者や難病患者等が
地域 や職場で生きがい・役割を持ち、医療、福祉、雇用等の各分野の支援を受けな
がら、その 人らしく安心して暮らすことができる体制の構築を目指すこととされて
います。このた め、本人の希望に応じて、施設や病院からの地域移行、その人らし
い居宅生活に向けた支 援の充実が改正内容に盛り込まれています。本改正内容も踏
まえつつ、利用者が地域で暮 らしていける仕組みが求められています。 こうした背
景を踏まえ、居住系サービスである障害者支援施設及び共同生活援助（以下 「施設
等」という。）において、各事業所で地域の関係者を含む外部の目を入れた「地域 連



携推進会議」を開催すること及び会議の構成員が事業所を見学する機会を設けること 
（それぞれおおむね 1年に 1回以上）が義務付けられました（令和６年度は努力義
務、令 和７年度以降は義務）。 施設等は、単に事業者に求められる義務として受け
止めるのではなく、利用者がその人 らしく安心して暮らすことができるよう、この
仕組みをうまく活用しながら、施設等と地 域との連携を推進し、事業運営に活かし
ていくことが重要です。（厚生労働省 HP「地域連携推進会議」より） 
 

４，審議  
① 施設等・地域の連携 

・利用される方々の主な障害について  
知的・精神が主。身障の方は段差や足元が悪く利用は無し 

・近隣からの苦情等 最近は特にない。以前は地域の方が利用していたこともあり、
実家に勝手に帰ってしまうことがあった。 

・地域行事のご案内 
 地域から→盆踊り、どんと祭、サロン（リース講習会）、清掃活動 
 ペコラ→開所式、クレープ販売、道の駅むろねでの御餅や芋の子汁お振舞い 
 

② 施設等やサービスの透明性について 
・利用される方々の日常生活の様子について いつでも開示できるよう準備して
いる。 

・経営状況の報告 公式HP に決算報告書を掲載している。 
・ＢＣＰ（業務継続計画）の策定状況について 
  策定済み、職員内での周知も行っている。 
 

③ 利用者の権利擁護 
・虐待、事故、ヒヤリハットの報告 

・・今年度の報告なし。研修を定期的に行っている。 
・利用者の意向について 
           ・・環境的に外出が出来ないのがつらい。 

（公共交通機関の不足） 
いずれは一人暮らしを目指したい。 

 
４，閉会の挨拶  一関市役所室根支所市民福祉課こども・福祉係主事 玉澤 暁典様 


